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横山助成関係文書目録　【凡例】

・横山助成宛書簡および弔辞に分類し、それぞれの内部の配列は作成者の五十音順とした。

・作成者・年代等で、推定したものには〔　〕を付した。



1.横⼭助成宛書簡

1 阿部信⾏書簡 阿部信⾏ 横⼭助成 〔昭和20年〕5
⽉15⽇ 1通

先⽇は⾯晤の機を逸し申し訳なし、負傷の件その後経過は如
何か、焼野原における罹災者の元気なる態度に涙ぐましく⼼強
きを感ず、⼼に掛かるはインテリ層のみ、当⽅⾯も戦場化の準備
に奔⾛、朝鮮⼈の動員に苦⼼す、遠藤君は明⽇出発し東京
⼤陸会議に参加につき拝顔の機あるべし、過般東上の帰路に
⼤阪を⾒るに⼯場地帯は健在にて悦ばしき次第

墨書

2 ⽝養毅書簡 ⽝養毅 横⼭助成 7⽉20⽇ 1通

桑原⼀郎⽒を紹介す、同⽒は時事新報哈爾濱⽀局主任のと
ころ同社改⾰にて⽀局廃⽌のため⾃然休職となる、採⽤申込
につき貴省ハルピン特務機関担当より承る、露語堪能、露⼈に
交際も広し

墨書

3 梅原⿓三郎書簡 梅原⿓三郎 横⼭助成 2⽉2⽇ 1通 六本⽊芋洗坂⼤和⽥にて⼩棋会開催につき出席を願う、他に
細川薙貞・寺島宗従・安⽥岩次郎等も参会のはず

電⼦式複写
（⼿書）

4 ⾵⾒章書簡 ⾵⾒章 横⼭助成（⼤
政翼賛会）

〔昭和17年〕6
⽉9⽇ 1通

今回⽴候補を断念す、⼤政翼賛会総務会は衆議院議員の資
格に於いての事につき総務も辞任が当然、辞表同封につき然る
べく取り計らいを願う

⾵⾒章辞表　
東條英機宛、1
通

墨書

5 北⾥柴三郎書簡 北⾥柴三郎
横⼭助成（内
務省衛⽣局
⻑）

〔⼤正11年〕8
⽉4⽇ 1通

昨⽇の御来訪に謝す、その際の件につき左の理由により賛同し
かねる次第、1）⽬下酷暑の炎天に準備の整わざる場所に多
数の患者等を集合せしむるは不衛⽣、2）⼀時的治療は患者
に益なく施⾏者に⾮常の労を与え⼨効なし、その無益なること枚
挙に遑なし、済⽣会正副会⻑等の賛成にて施⾏の場合は敢え
て⼩⽣の関する所にあらず

墨書

6 ⼩磯国昭書簡 ⼩磯国昭 横⼭助成 〔昭和17年〕4
⽉19⽇ 1通 和歌⼭県知⼈よりの情報を参考までに御⼿許に差し上げる、こ

の書状は是⾮阿部閣下にご覧に⼊れられたし ペン

7 後藤⽂夫書簡 後藤⽂夫 横⼭助成 15年7⽉26⽇ 1通 先⽇久し振りに歓談の機を得られ欣快の⾄り、蹇々録は秘蔵
耽読す、閑地にて籠居すべし、世情の変転は予測を許さず ペン

8 近衛⽂麿書簡 近衛⽂麿 横⼭助成 7年10⽉19⽇ 1通 過⽇来訪時は何の⾵情もなく失礼、果物を沢⼭頂戴し有難し 墨書

9 平福百穂書簡 平福百穂 横⼭助成 2年8⽉19⽇ 1通 能登半島周遊は欣快の⾄り、熱海へは23⽇参邸、2週間ほど
滞留の予定、東京も⽇中は暑いが⼣刻は凌ぎ易くなる

電⼦式複写
（⼿書）
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10 招待状（天⻑節宴
会）

松平恒雄（宮
内⼤⾂）

横⼭助成（警
視総監）

昭和12年4⽉
20⽇ 1通 印刷、墨書

11 ⽔野錬太郎書簡 ⽔野錬太郎 横⼭助成 5年8⽉21⽇ 1通
メロンの御恵贈に感謝す、新聞紙上で武⽯誠⼀郎重態との件
は事実か、当地⽇中は暑いが朝⼣は涼しく秋⽥⾵情あり気持
ちよし、諸⽅より引張り出され多忙

墨書

2.弔辞

12 弔辞（横⼭助成葬
儀）

東⿓太郎（東
京都知事）

昭和38年3⽉
29⽇ 1点 墨書

13 弔辞（横⼭助成葬
儀）

⽯⽥博英（秋
⽥県⼈代表）

昭和38年3⽉
29⽇ 1点 墨書

14 弔辞（横⼭助成葬
儀）

岩⽥宙造（社
団法⼈⽇本倶
楽部会⻑）

昭和38年3⽉
29⽇ 1点 墨書

15 弔辞（横⼭助成葬
儀）

後藤⽂雄（友
⼈総代）

昭和38年3⽉
29⽇ 1点 墨書

16 弔辞（横⼭助成葬
儀） 林敬三 昭和38年3⽉

29⽇ 1点 墨書

17 弔辞（横⼭助成葬
儀）

柳延胤（初芝
⾼等学校⻑）

〔昭和38年3⽉
29⽇〕 1点 墨書
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